
「ごちゃまぜの会」が必要な背景と期待されること
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１. 課題や支援ニーズの「複合化」と国の対応の方向性

ー全世代を対象とした地域包括ケアシステムの推進ー
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85歳以上人口の急増と高齢者向け地域包括ケアシステム構築の推進

出所）厚生労働省：これからの地域づくり戦略より引用
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⚫ 2040年にかけて、85歳以上人口が急増する。

⚫ 85歳以上高齢者は、医療・介護・生活支援に対するニーズが高い。そこで、これらサービスや支援が包

括的に提供される仕組み（＝地域包括ケアシステム）の構築が現在進められている。

ポイント

志木市の人口構造の変化
包括的な支援を必要とする85歳以上高齢者

出所）国立社会保障・人口問題研究所：日本の地域別将来推計人口
（平成30年推計）より自作
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出所）厚生労働省HPより引用 https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_00506.html

多様化・複合化する個人・家庭・地域の課題解決に向けて
ー全世代を対象とした包括的な支援体制の構築の推進ー
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２．子ども施策の動きと課題
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出所）こども家庭庁：地域共生社会の在り方検討会議、第8回地域共生社会の在り方検討会議資料1-1より引用 6



現在、多様な支援者が活動されているが、支援している「対象者」も「時期」も

異なる。また、各支援者同士も、支援者と地域も十分にはつながっていない。
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⚫ 民間企業とのコラボ（食材提供、居場所の提供、移動手段の提供等）

⚫ 住民活動とのコラボ（子どもへの寄り添い、食材提供の準備への支援など）

⚫ 行政・教育・医療等とのコラボ（支援者による授業→支援を必要とする子どもの発見等）

包括的支援を構築するために必要なこと



３．本会に求められること
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【必要なこと】

①支援を要する人のニーズ／支援者活動／地域資源などを「知ること」

• 支援を要する多様な人の「支援ニーズ」や「困りごと」

（高齢者、障害者、生活困窮者、子ども・子育て家庭…）

• 支援者の「活動実態」「困りごと」「やりたいけどできていないこと」

• 支援を要する人に関わっている人が感じている課題（郵便局、まちの電気屋さん、…）

• 地域資源（人・モノ・場所・その人の思いなど）

②多様な関係者が「つながる」こと／「つなげる」こと

• 分野や領域が異なる「支援者」同士

• 「支援者」と「何らかの地域貢献をしたいと思っている人」

• 「支援者」や「地域貢献したいと思っている人」をつなぐ人（社協など）

③解決したいテーマの解決策を「関係者で議論し、実行する」こと

  例1：子どもを地域でどう支えるか？

  例2：障害者の就労をどう支えていくか？
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個人・家庭・地域が抱える複合課題を解決するために
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